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論文審査結果の要旨 
 
様々な立体映像表示方式の中で，空間像再生型立体映像方式であるインテグラル立体と電子ホ
ログラフィの 2 方式は，実際に空間に立体像を再生することを特徴とする．また，全視差，すな
わち水平・垂直両方向に視差を有し，さらに任意の奥行位置の像について観視者の眼の輻輳と調
節応答が矛盾しないため，自然な立体像を再現できるという優れた性質を持つ．将来の立体映像
サービスを考えた場合，理想の表示方式と言える．その反面，全視差分の情報を空間中に出力し
なければならないため，取り扱う情報量が膨大になり，超高精細・超高解度の空間光変調素子（SLM）
が必要となる．しかしそこで求められる，現在の最高水準のさらに数倍～数十倍の性能を持つ SLM
の実現は容易ではない．そこで著者は，それと等価となる仕組みの実現に長年取り組んできた．
本論文はその一連の成果を表示品質向上技術の観点でまとめたもので，全編 6章からなる． 
第 1 章では序論として立体映像技術全般とその中での空間像再生型の位置づけを述べている． 
第 2 章ではこれまでに行われた空間像再生型立体映像研究を概観し，立体像の表示品質向上技
術に関してその課題を整理している． 
第 3 章では投射型インテグラル立体の表示品質向上技術について述べている．本方式はカラー
化が容易で色モアレが原理的に発生しない，複数の表示系を組み合わせることで等価的に高品質
な表示系を実現しやすいといった長所がある．一方で，投射光学系による画像の歪みが発生する，
投射距離が必要になることから装置の薄型・小型化が難しいなどの課題がある．そこで，投射に
よる要素画像群の歪曲とその影響に関する解析に基づく補正方法と，要素画像群の表示に緑色映
像のフィールドオフセット表示を適用することで，レンズアレーから離れた再生像の表示品質を
改善する技術を提案し，大幅な表示品質の向上を実現した．これらは優れた洞察と発想に基づく
実用的な提案として高く評価できる． 
第 4 章では直視型インテグラル立体の表示品質向上技術と映像の空間周波数特性解析について
述べている．本方式は平面ディスプレイを直接利用するため表示システムを薄型・小型化でき，
投射光学系も不要であるため，歪みや解像度劣化の問題が起こりにくい．しかし，一般的にサブ
画素構造でカラー化を行うため，要素レンズによる標本化で色モアレが発生し，顕著な視覚妨害
を引き起こす．そこで，複数の直視型表示系を 2 式ないし 3 式組み合わせたシステムによる色モ
アレの低減方法を提案し，同表示系を用いた場合の立体像の解像度向上効果を示している．これ
は理論と実験の両面から提案法の効果を示したもので，高く評価できる． 
第 5 章ではもう一つの空間像再生型立体映像方式である電子ホログラフィの表示品質向上技術
について述べている．ホログラフィは光の波面を忠実に再生できるため，インテグラル立体に比
べて奥行きの深い部分でも像のボケが起こりにくい，より理想に近い方式である．ただし，視域
（立体像を見込むことができる範囲）が光の回折角に依存するため，インテグラル立体の場合以
上に微細な画素間隔が要求され，実用化の難易度がより高い方式でもある．例えば表示面（立体
像）を大型化したい場合，単純な拡大光学系を用いると，画素間隔も拡大され視域が減少する．
そこで，画素間隔を小さく保ったまま表示面を大型化するための SLM タイリング光学系を用いて
立体像のカラー表示を行う，時分割カラー化技術を提案している．さらに，新たに考案したコン
パクトな照明・読出し光学系を導入することで，タイリング可能な SLM の数を増やし，表示面の
さらなる大型化が可能となることを示している．これは将来の実用化に向けた非常に重要な成果
である． 
第 6 章は結論である． 
以上要するに本論文は，インテグラル立体と電子ホログラフィの 2 方式に関する立体像の表示
品質向上技術を提案し，システム構築を通じて検証したものであり，システム情報科学および立
体映像システム設計開発方法論の発展に寄与するところが少なくない． 
よって，本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める． 
